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業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績動向等を踏まえ、2014 年 5 月 9 日に公表した 2014 年 6 月期の連結業績予想を下記のとお

り修正するとともに、2014 年 6 月期決算において見込まれる特別損失の計上について併せてお知らせい

たします。 

 

 

記 

 

 

１．当期の連結業績予想数値の修正（2013 年 7 月 1 日～2014 年 6 月 30 日） 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

１ 株 当 た り 

連結当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

6,914 

百万円 

245 

百万円 

232 

百万円 

0 

円 銭 

0.00 

今回修正予想（Ｂ） 7,141 473 460 14 0.95 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 227 228 228 13  

増  減  率（ ％ ） 3.3% 93.1% 98.3% -  

（参考）前期連結実績 

（2013 年 6 月期） 

6,410 738 713 429 32.26 

 

２．修正の理由 

   2014 年 5 月 9 日に開示した予想数値からの修正の主な要因は、メディア事業における 6 月の広告販

売が好調に推移したことに加え、全体的な費用圧縮によるものです。これにより、営業利益、経常利

益は増加いたしましたが、特別損失を計上する予定のため、当期純利益は 14 百万円になると見込んで

おります。 
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3．特別損失の発生について 

 当社および当社連結子会社において使用見込みがなくなり遊休資産に該当する固定資産と、当社連

結子会社において固定資産の一部に収益性の低下等による減損の兆候が認められたため、減損損失を

計上する見込みであります。同時に、当社が保有している株式評価損を計上する見込みであります。 

 

特別損失の業績に与える影響額 

 連結 単体 

減損損失 140 百万円 78 百万円 

有価証券評価損 46 百万円 46 百万円 

 

 

上記の業績修正は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実

際の業績は、今後様々な要因により予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


